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あ　と　が　き
　今年の梅雨はそれ相応の雨をもたらすとの事である．
昨年の様な悲劇的なことが起こらないように願っている
のだが果たして自然界はどうだろうか．
　さて，巻頭言では大熊輝雄先生は“脳”の科学的分析
がもたらす結果が知らず知らず自然に人間の“こころ”
を操作してしま・う恐さを指摘されている．先生の御研究
のうちで精神神経薬に関する造詣の深いことは既に読者
は周知であろう．触れられたなかに薬物の使用を許され
る医師は人間の心を操作することにはより慎重であらね
ばならない，とも述べられている．
　この1990年後の10年は“Decade　of　the　Brain”の時
代であるといわれているが脳の情報が科学的に分析され
る程，先のように先生の懸念が生まれるのは当然であろ
う．それは日常的に我々の身近な所でも起こりつつあ
る．科学はあくまでも善の心で学ぶべきものであり，大
学，教員，研究従事者は謙虚に，社会を意識しそして研
究の意義を自らに問い，研究の成果を社会に還元する必
要がある．
　自己点検と自己評価はその意味でも大切なことではな
いだろうか．
　　　　　　　　　　　　　　　　　（伊東　洋記）
幹事会（要旨）（平成7年5月）
1．第135回医学会総会について報告があった．
　　演題件数：93件（口演：35件，展示：58件）
　　特別講演：2件
2．臨床懇話会の開催報告および予定の報告があった．
　　開催報告
　　　第249回　7．3．23眼科学
　　　第250回　7．4．26　老年病学
　　開催予定
　　　第251回　7．5．25外科学（3）
3．編集状況ならびに予定について討議した．
4．投稿論文について
　　東医大誌の充実を図り，審査方法を変えるため，
　　54巻1号からオリジナル1部コピー2部を提出し
　　てもらうこととした．
5．名誉会員として下記の会員を推薦することが承認さ
　れた．
　　　　　伊藤久雄，網野三郎，内田安信
6．平成6年度決算（案），平成7年度予算（案）につい
　て説明があり原案通り承認された．
7．評議員事項が原案通り承認された．
8．医学会に未入会の教育職員については出来るだけ入
　会してもらうよう，折を見て説得することとなった．
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